
国際研究集会2026
「複言語教育、理論から実践へ」

9：30-9：45
大会趣旨説明

西山 教行

Program

日時： 2026年3月7日（土） 9：30－17:20
会場： 京都大学 吉田南1号館1共02（地下）、1共03（地下）
参加形態：対面
参加費（資料代）：1,000円
情報交換会費（希望者のみ）：5,000円 
申し込みフォーム：https://forms.gle/5iKfDEnvTgYNfHBy8

9：45-10：30
基調講演（会場：共02）

「複言語主義：ドイツにおける外国語教育の研究と実践」
Dagmar Abendroth-Timmer（ジーゲン大学）※発表言語：英語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時日本語字幕あり
司会：西山 教行

ディスカッサント（英語）：ダニエル・ピアース

10：30-10：45

コーヒーブレーク

10：30-10：45
コーヒーブレーク

10：45-12：15
シンポジウム（会場：共02）

「言語教育における市民性の育成とは」

１．「市民性の資質・能力としての「仲介」」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村護郎クリストフ（上智大学）
２．「異文化間教育と市民性の育成」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山 あおい（大阪教育大学）
３．「学習手段としての言語的多様性の維持：
　　　　　　　　　　　　アルトロパルランテ・プロジェクトの10年の歩み」
　　　　　　　　　Chiara Facciani（シエナ外国人大学）※発表言語：英語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時日本語字幕あり

司会＆ディスカッサント：中川 慎二



13：15-14：00
ワークショップ「複言語教育の体験」　（会場：共02/共03）

１．「学校教育の段階を横断するトランスランゲージング指向の教育モデル」
                                      Chiara Facciani（シエナ外国人大学）※発表言語：英語
２．「言語学習の動機づけとAIを用いる複言語・複文化学習」
                                      　　　　　　　　　　　　　　　　大木  充（京都大学）

Program

14：10-15：30
パネルセッション　Part1

①「日本における複言語教育の実践と課題」（会場：共02）

１．「言語意識を高める多言語ワークショップに対する親子の学びの意味づけ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺村 優里（京都大学大学院, 院生）
２．「母語を活用した外国語（英語）音声指導の可能性と限界」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野 舞斗（四天王寺大学）
３.  「英語科教員養成における複言語教育の試み」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダニエル・ピアース（四天王寺大学）

司会＆ディスカッサント：孫工 季也

②「高等教育機関における複言語教育の実践と意義」（会場：共03）

１．「複言語アプローチがひらく日本語教育：
　　　　　　学生の多様な言語資源を学びのリソースに」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行木 瑛子（ 沖縄大学）
２．「曖昧さへの許容度 (ToA) を向上させる存在としての第二外国語教育」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村 英希（近畿大学）
３. 「多言語を学ぶ学習者の動機づけ：
　　　　　　最近の研究動向と日本における事例から」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋 千佳（愛媛大学）

司会＆ディスカッサント：大山 万容

12：15-13：15（会場：共01）
昼休憩 

２つのワークショップは
同時並行で行われます。

①②のパネルセッションは
同時並行で行われます。



Program

16：00-17：20
パネルセッション　Part２

③「単一言語主義を超えるためのKamishibai」（会場：共02）

１．「紙芝居からKamishibai、そしてシン・Kamishibaiへ
　　　　　〜日本語教育におけるマルチモーダル実践の展開〜」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小柴 裕子（宮崎大学）
２．「多言語紙Kamishibai」
　　　　　　　　Dagmar Abendroth-Timmer（ジーゲン大学）※発表言語：英語
３. 「家族参加の紙芝居を通した早期読解の支援」
 　　　　　　　　　　Chiara Facciani（シエナ外国人大学）※発表言語：英語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時日本語字幕あり
司会＆ディスカッサント：ジスラン・ムートン

④「CEFR－CV以降の日本語教育の現在」（会場：共03）

１．「京都府（北部）京丹後市国際交流協会の日本語教室の取り組み
　　　　　　～ひとり一人の日本語教室～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻田 友子（京丹後市国際交流協会）
２．「日本語教育人材に求められる異文化間コミュニケーション能力とは
　　−CEFR-CV 2020の複言語・複文化能力Can-doを援用したCan-doの構築—」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葦原 恭子（琉球大学）
３. 「複言語・複文化主義の成立と受容をめぐる証言的不正義：
　　　　　　「日本語教育の参照枠」の問題点とその可能性を中心に」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲垣 みどり（順天堂大学）

司会＆ディスカッサント：西島順子

15：30-16：00
コーヒーブレーク

主催：京都大学大学院人間・環境学研究科 西山教行研究室
共催：京都大学　人間・環境学研究科　学術越境センター
JSPS科研費：基盤（C）23K00610（葦原恭子）/挑戦 22K18636（稲垣みどり）/基盤（A）24H00088（木村 護郎ク
リストフ ）/基盤（C） 25K04229（行木瑛子）/基盤（C） 23K00748（高橋千佳）/若手 22K13185（Daniel
Pearce）/基盤研究（C）24K05630（中山あおい）/基盤（C）24K04163（西島順子）/基盤（C） 25K04359（西村
英希）/基盤研究（C）25K05851（孫工季也） 

よりこ

17：50-20：00
情報交換会

費用 5,000円 （希望者のみ）

③④のパネルセッションは
同時並行で行われます。

17：20-17：30
閉会の辞

西山旅人　パガニーニ、カプリース第24番


